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特 集 新たな価値創造をめざすデジタルツインコンピューティング構想実現に向けた取り組み

「デジタルツインコンピューティング構想の
実現に向けたグランドチャレンジ」の
最新動向について
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NTTでは IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）にお
ける大きな柱の 1 つとして，実世界とデジタル世界の掛け合わせに
よる未来予測や最適化の実現をめざす「デジタルツインコンピュー
ティング（DTC）構想」があり，壮大な研究開発目標であるグラン
ドチャレンジを設定し，研究開発を進めています．本稿では，DTC
構想実現に向けた営みとして，デジタルツインの共通利用に向けた
取り組みと，直近におけるグランドチャレンジ達成に向けた活動を
紹介します． NTT人間情報研究所
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デジタルツインコンピューティン
グ構想とグランドチャレンジへの
取り組み

NTTが掲げるIOWN（Innovative 
Optical and Wireless Network）
の主要な構成要素としてデジタルツイ
ンコンピューティング（DTC）構想
があります．これは，実世界における

モノ・ヒト・社会に関する高精度なデ
ジタル情報を掛け合わせることにより，
従来のICTの限界を超えた大規模かつ
高精度な未来の予測・試行や，新たな
価値を持った高度なコミュニケーショ
ンなどの実現をめざすものです．それ
によって，世界中のさまざまな社会課
題の解決や革新的サービスの創出を通
じ，スマート社会の実現を加速します

（図 1）．
デジタルツインコンピューティング

は，ヒトといったミクロな世界から地
球規模のマクロな世界まで幅広くとら
えるものであり，その適用分野は多岐
にわたります．私たちは，大きな研究
開発目標として特に 4 つの「グランド
チャレンジ」を設定することで，
DTC 構想の実現をめざしています

図 1 　デジタルツインコンピューティング構想とは
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（図 2）．
①　言語や文化の違いだけでなく，

経験や感性などの個々人の特性の
違いを超えて，心の中のとらえ方
や感じ方を直接的に理解し合える
新たなコミュニケーションを実現
する「感性コミュニケーション」

②　実在の人をデジタル再現したも
う 1 人の自分が，現実の制約を超
えて本人として自律的に活動し，
その結果を本人の経験として共有
することで，人が活躍・成長する
機会の拡張をめざす「Another 
Me」

③　社会や人々をデジタルで高精度
に表現し，それらを相互作用させ
ることで未来の社会の姿を探索
し，そこから個人の望む行動を選
択できる仕組みをめざす「未来社
会探索エンジン」

④　地球環境が備える自律性とその
一部としての社会・経済システム
の自律性を調和させた包摂的な平
衡性と，そこへ導く社会システム
変容の複数の選択肢を示す「地球
規模の包摂的サステナビリティ」

デジタルツインの共通利用に向
けた取り組み

DTC構想でめざすグランドチャレ
ンジでは，ヒト・車・建物・気象環境
など，さまざまなデジタルツインを組
み合わせてアプリケーションを構築す
るため，これら多様なデジタルツイン
を自在に組み合わせたり，相互作用を
演算することが必要です．そこでは，
デジタルツインの相互接続性を確保す
ることが非常に重要となるため，私た
ちはDTC構想の実現に向け，必要な
デジタルツインの共通利用に向けた取
り組みとして，IOWN Global Forum 
(IOWN GF)において関連業界のさま
ざまなステークホルダとの連携にも力
を入れています．

これは私たちNTT一社で実現でき
ることではなく，関係する業界の企業
や大学・研究機関の皆様と一緒に，技
術仕様や枠組みを決めていく必要があ
ります．このための議論の場として，
ネットワークインフラストラクチャか
らアプリケーションレイヤまでをカバー
し，さらに技術のプロバイダからユー
ザまで幅広いスペシャリストが参加し

ているIOWN GFは最適と考えられま
す．これら幅広い立場からの要件や知
見を合わせることで，デジタルツイン
の相互接続性を確保するための効果的
な方式を議論できます．

2022年 2 月 よ り，IOWN GF で は
Digital Twin Frameworkというタ
スクフォースを立ち上げて，デジタル
ツインの相互接続性にかかわる議論を
開始しています．2022年11月現在で，
日米欧にまたがる10社以上の企業・大
学・研究機関からなる30名程度のスペ
シャリストが定常的に参加しており，
隔 週 で の オ ン ラ イ ン 会 議 や
Confluenceを通じた議論とドキュメ
ント作成に活発に携わっています．

活動の概要としては，ユースケース
分析とギャップ分析から着手し，今後
IOWN GFで定義すべき技術スコープ
の明確化から議論を始めています．
IOWN GFが定義したユースケースの
中にもデジタルツインの活用が効果的
なスマートシティのエネルギー効率
化・温室効果ガス排出削減や安全監視
のようなユースケースは多く，それら
の分析をとおして必要となるデジタル
ツインの相互接続性の課題とは何かを

図 2 　デジタルツインコンピューティングの拡がり
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明らかにしています．その結果，数多
くのステークホルダがデジタルツイン
のデータを交換し加工や変更を加える
過程での，データモデルのインターオ
ペラビリティとアクセスコントロール
が重要な課題であるという共通認識が
生まれつつあり，今後これらの課題の
解決策をタスクフォースの中で議論し
ていく予定です．

グランドチャレンジの最新動向

本特集においては，以下のとおり上
記グランドチャレンジに関する研究内
容やその実現に向け必要となる技術の
開発状況，直近の活動模様について報
告します．
■�感性コミュニケーションの実現
に向けた脳科学応用技術
感性コミュニケーションについては，

心の中のとらえ方や感じ方などの感性
を直接的に理解し合える新たなコミュ
ニケーションモーダルの創出をめざし，
感性の情報そのものが含まれるヒトの
脳情報を活用する脳科学応用技術とし
て，脳波データから違和感・納得感を
デコードする技術，感性情報が含まれ
る脳の状態を脳内表象として可知覚化
する技術，互いの理解度を高めるため
の脳波カップリング技術などを紹介し
ます（1）．
■�Another Me技術による「獅
童ツイン」実現の試み
Another Meについては，実在する

人の外見・内面を再現し，自律的に活
動するヒトデジタルツインの実現に向
けた社会実装として，歌舞伎役者の中
村獅童氏のデジタルツインを構築し，
歌舞伎公演で上演するまでの挑戦と，
その実現に用いた少量のデータから個
人の機微な癖も再現可能な身体モー
ション自動生成技術，および低コスト
で多様な話者・口調を再現する任意話
者音声合成技術について紹介します（2）．

■�交通整流化に向けたデジタルツ
インの活用
未来社会探索エンジンについては，

人々が活動する社会をデジタルで高精
度に表現し，人々の行動を繰り返し変
化させながら未来を探索する仕組みを
構築するために，今回は特にデジタル
ツイン上での交通流の再現と予測に
フォーカスし，交通流デジタルツイン
生成技術として，既知の断片的な断面
交通量データから補完推定すること
で，リアルな交通需要データを生成す
る技術について紹介します（3）．
■�包摂的サステナビリティの実現
に向けた連成技術の研究開発
地球規模の包摂的循環シミュレー

ションについては，包摂的サステナビ
リティの実現に向けて，環境と経済，
社会の間の複雑な相互作用を理解した
うえでの政策決定のために，それらを
計算機上に再現することで評価できる
ための仕組みの構築に取り組んでお
り，今回は複数のシミュレーションモ
デルを協調させるための連成技術と政
策評価プロトタイピング，その将来展
望について紹介します（4）．

お わ り に

私たちの掲げた「グランドチャレン
ジ」は一見達成困難にもみえる大胆な
未来構想です．これは，従来培ってき
た技術をさらに伸ばすことや新たな着
想を追加していくだけでは実現が難し
いため，高い目標に最短距離で到達す
るための解くべき課題を見出しそれに
トライすることでゴールをめざす，バッ
クキャスティングによる研究手法が重
要です．そのためには，有力なユース
ケースの設定や特に注力すべき領域の
見極め，技術課題の抽出，社会実装さ
れた際の影響評価などが必要となって
きます．

今回「感性コミュニケーション」

「Another Me」については，Sci-Fi
プロトタイピングという手法を用い，
技術が実現した際におとずれる可能性
のある未来社会を小説で具体的に表現
することで，起こり得る社会の変化や
そこで暮らす人々の認識や課題を浮き
彫りにし，研究開発へとフィードバッ
クする取り組みを行いました．本取り
組みについては，本誌特別企画にて紹
介するとともに，別冊付録としてその
小説がありますので，ぜひご一読くだ
さい．
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（左から）�中村  高雄/ 森　  航哉/ 	
北原  　亮

グランドチャレンジをDTC構想のゴー
ル像として，自らの専門性に加え新分野
にもゼロから挑戦し，異分野との連携や
Sci-Fiプロトタイピングなどの多様な取
り組みにも積極的にトライすることで，
その実現に向けた技術確立 ・ 研究開発を
進めています．
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	 �NTTデジタルツインコンピューティング研究センタ
E-mail　dtc-office ntt.com


